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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、分裂酵母（Schizosaccharomyces pombe）のrad21遺伝子産物と非常に類似している。rad21は、DNA二本鎖切断の修復、および有糸分裂中の染色分体接着に関与する遺伝子である。このタンパク質は核リン酸化タンパク質であり、細胞周期M期に過剰リン酸化される。このタンパク質がセントロメア領域において有糸分裂クロマチンと高度に制御された形で結合していることは、有糸分裂細胞における姉妹染色分体接着における役割を示唆している。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
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	Rad21 Rabbit mAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。1、Rad21ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス胃組織の免疫組織化学分析。1、Rad21ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット胃組織の免疫組織化学分析。1、Rad21ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

